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論
説常

盤
大
定
の
中
国
調
査

渡　

辺　

健　

哉

は
じ
め
に

先
に
公
表
し
た
拙
稿
「
常
盤
大
定
と
関
野
貞
―
―
『
支
那
佛
教
史
蹟
』
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
」（
以
下
「
前
稿
」
と
略
記
）
で
は
（
１
）
、

ま
ず
常
盤
大
定
（
一
八
七
〇
〜
一
九
四
五
）
の
略
伝
を
記
し
、つ
い
で
常
盤
と
関
野
貞
の
手
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
支
那
佛
教
史
蹟
』

（
以
下
、『
佛
教
史
蹟
』
と
略
記
）
の
作
成
過
程
を
追
っ
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
前
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
常
盤
の
中
国
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
、
加
え
て
、『
佛

教
史
蹟
』
の
英
訳
本
（B

u
d

d
h

ist m
on

u
m

en
ts in

 C
h

in
a

）、さ
ら
に
『
佛
教
史
蹟
』
か
ら
派
生
し
た
『
支
那
文
化
史
蹟
』（
以
下
、

『
文
化
史
蹟
』
と
略
記
）
と
『
中
国
文
化
史
蹟
』
に
至
る
ま
で
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

た
だ
、
以
上
の
事
実
を
述
べ
て
い
く
だ
け
で
は
い
さ
さ
か
物
足
り
な
い
。
そ
こ
で
、
前
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、

常
盤
が
中
国
に
お
け
る
現
地
調
査
の
成
果
を
『
佛
教
史
蹟
』
と
し
て
ま
と
め
る
決
意
を
し
た
そ
の
理
由
に
焦
点
を
当
て
、
そ
こ
に
た

ど
り
着
く
よ
う
に
叙
述
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
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な
お
本
稿
に
お
い
て
も
、
読
者
の
理
解
を
考
慮
し
て
、
文
献
引
用
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
修
正
を
施
し
た
。
①
片
仮
名
は
平
仮
名

に
、
か
つ
旧
字
体
・
旧
仮
名
遣
い
を
新
字
体
・
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
②
句
読
点
を
補
っ
た
個
所
が
あ
る
。
③
原
典
に
付
さ
れ
た

ル
ビ
や
傍
点
は
一
切
削
除
し
た
。
④
筆
者
が
語
句
を
補
う
場
合
に
は
〔　

〕
を
利
用
し
た
。

一　

常
盤
大
定
の
中
国
調
査
の
目
的

そ
も
そ
も
常
盤
は
な
ぜ
中
国
の
仏
教
遺
蹟
の
調
査
に
向
か
っ
た
の
か
。
い
さ
さ
か
長
文
に
な
る
が
、
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
第

一
回
目
の
中
国
調
査
の
記
録
を
ま
と
め
た
『
支
那
佛
蹟
踏
査
―
―
古
賢
の
跡
へ
』
の
序
文
を
以
下
に
引
用
す
る
（
２
）
。

予
は
長
年
の
間
、
支
那
仏
教
史
を
講
じ
て
居
る
が
、
ま
だ
一
度
も
親
し
く
そ
の
地
を
踏
ま
ず
し
て
こ
れ
を
講
ず
る
の
は
、
何

と
し
て
も
靴
を
隔
て
て
痒
を
掻
く
の
感
を
免
れ
ぬ
。
今
年
こ
そ
は
、
長
年
の
希
望
な
る
渡
支
計
画
を
実
行
し
た
い
も
の
で
あ

る
と
、
今
春
以
来
切
な
希
望
を
懐
い
て
居
た
。
…
…
や
や
無
謀
に
近
い
計
画
を
、
い
よ
い
よ
実
行
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
次

の
様
な
雑
多
な
思
わ
く
が
、
代
る
代
る
内
か
ら
自
分
を
刺
戟
し
て
已
ま
な
ん
だ
為
で
あ
る
。
一
つ
は
自
分
の
み
の
も
の
で
あ

り
、
一
つ
は
社
会
的
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
第
一
は
、
文
献
の
上
の
み
に
て
取
り
調
べ
て
居
る
支
那
仏
教
史
が
、

親
し
く
そ
の
地
を
踏
査
す
る
事
に
よ
っ
て
、
幾
分
に
て
も
自
分
の
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
気
持
を
得
た
い
の
で
あ
る
。
ま
た

曇
鸞
の
如
き
、
臨
済
の
如
き
、
天
台
の
如
き
、
さ
て
は
ま
た
慧
遠
の
如
き
、
法
融
の
如
き
、
居
訥
の
如
き
、
千
古
の
高
僧
碩

徳
の
遺
址
を
踏
ん
で
、
是
等
の
人
の
活
き
活
き
し
た
霊
を
自
分
の
胸
に
懐
い
起
す
機
会
を
得
た
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自

分
一
己
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
猶
こ
の
外
に
、
心
の
奥
底
か
ら
暗
々
の
中
に
自
分
を
刺
戟
す
る
も
の
が
あ
る
。
聞
く
所
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に
よ
る
と
、
支
那
の
古
代
文
化
は
、
急
転
直
下
の
勢
で
破
壊
せ
ら
れ
て
行
く
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
願
わ
く
ば
、
今
の
中
に
、

同
種
同
文
の
邦
人
の
手
に
よ
り
て
、
出
来
る
だ
け
之
を
理
解
し
研
究
し
整
理
し
て
置
き
た
い
。
而
も
そ
の
古
代
文
化
は
仏
教

に
よ
り
て
経
緯
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
願
わ
く
ば
仏
徒
の
手
に
よ
っ
て
こ
れ
を
為
し
た
い
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
文
献
か
ら
し
か
知
り
得
て
い
な
い
仏
教
史
蹟
を
実
見
し
た
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
高
僧
の
遺
蹟
を
見
学
す
る
こ
と
で

彼
ら
を
思
い
起
こ
す
き
っ
か
け
に
し
た
い
、
と
い
う
個
人
的
な
理
由
に
加
え
、
革
命
以
後
の
動
乱
下
の
中
国
に
お
い
て
そ
う
し
た
遺

蹟
が
破
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、
そ
れ
を
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
整
理
・
研
究
す
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
明
確
に
示
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
時
代
の
日
本
の
知
識
人
が
共
有
す
る
中
国
観
―
―
伝
統
的
中
国
社
会
に
対
し
て
は
尊
崇
と
憧

憬
を
抱
く
一
方
で
、現
実
の
中
国
に
対
し
て
は
軽
侮
の
念
を
抱
い
て
い
る
―
―
を
感
じ
さ
せ
る
一
文
で
は
あ
る
。し
か
し
常
盤
に
限
っ

て
い
え
ば
、
研
究
の
た
め
の
調
査
旅
行
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
と
し
て
、
仏
教
徒
と
し
て
の
自
負
が
根
底
に
存
在
し
た
こ
と
も

留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
中
国
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
前
稿
で
も
述
べ
た
、
関
野
貞
と
の
関
係
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
本
稿
で
は
、

常
盤
に
よ
る
関
野
の
追
悼
文
「
兄
と
共
著
の
思
い
出
」
か
ら
、
彼
ら
の
交
流
が
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
を
整
理
し
て
お
き
た

い
（
３
）
。二

人
が
知
り
合
っ
た
の
は
「
明
治
四
十
一
、二
年
頃
か
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
い
う
。
こ
れ
は
常
盤
が
東
京
帝
国
大
学
に
講
師
と

し
て
着
任
し
た
頃
で
あ
り
、
関
野
は
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
の
助
教
授
と
し
て
、
す
で
に
第
一
回
と
第
二
回
の
調
査
を
終
え
て
い

た
時
期
に
相
当
す
る
（
４
）
。
つ
ま
り
、
東
大
で
同
僚
と
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
上
で
共
著
の
「
機
縁
」
と
し
て
三
つ
の
出
来
事
を
挙

げ
る
。
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第
一
に
、
関
野
が
所
有
し
て
い
た
泰
山
石
経
の
拓
本
を
譲
り
受
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。「
お
ぼ
ろ
げ
な
記
憶
を
辿
っ
て
見
る
と
、

自
分
の
直
接
に
往
来
し
た
の
は
、
泰
山
の
石
経
の
拓
本
を
頂
戴
す
る
為
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
知マ

マ

命
楽
天
」
と
「
樹
徳
種
義
」
の
拓

本
で
あ
っ
た
。
常
盤
は
後
者
を
譲
り
受
け
、
第
二
回
目
の
調
査
報
告
で
あ
る
『
支
那
佛
教
史
蹟
』
の
見
返
し
（
表
紙
の
裏
側
）
に
貼

付
し
て
い
る
（
５
）
。
こ
れ
は
「
唯
心
の
底
か
ら
喜
ん
で
居
た
の
を
用
い
た
ま
で
」
で
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
「
一
見
し
て
こ
れ
は
と
思

う
様
な
意
匠
」
と
な
っ
た
。
確
か
に
、
黒
地
の
背
景
に
白
抜
き
の
文
字
が
映
え
る
、
特
異
な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
写
真
撮
影
の
方
法
を
関
野
か
ら
伝
授
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。「
機
械
の
取
り
扱
い
か
ら
明
暗
の
関
係
、
時
間
の
調
節
の

事
ま
で
、
事
細
か
に
説
明
」
し
て
く
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
常
盤
を
誘
い
出
し
て
小
石
川
区
（
現
在
の
文
京
区
）
の
白
山
神
社
に

お
い
て
写
真
撮
影
の
練
習
ま
で
行
っ
た
と
い
う
。
関
野
の
熱
心
な
様
子
が
窺
え
る
し
、
な
に
よ
り
こ
こ
ま
で
の
配
慮
を
さ
れ
た
ら
、

誰
し
も
が
感
激
す
る
に
違
い
な
い
。

第
三
に
、
実
は
こ
れ
が
も
っ
と
も
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
常
盤
が
調
査
に
先
立
ち
、
関
野
の
調
査
記
録
を
す
で

に
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
い
、「
兄
の
踏
査
せ
ぬ
個
所
に
立
ち
入
る
場
合
を
除
き
、
兄
の
既
に
踏
査
せ
ら
れ
て
立
派
な
写
真
の
あ
る
も
の

は
、
自
分
で
撮
影
せ
ん
と
の
心
も
起
ら
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
部
分
は
単
に
実
地
之
に
接
見
す
る
だ
け
に
止
め
た
」
と
い
う
。
つ
ま

り
、
常
盤
は
関
野
の
写
真
と
の
重
複
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、『
支
那
佛
教
史
蹟
』
の
序
文
に
お
い
て
も
、「
写
真

版
中
の
山
東
・
河
南
の
も
の
に
は
、
関
野
〔
貞
〕・
塚
本
〔
靖
〕
両
博
士
か
ら
、
複
照
し
た
も
の
が
、
可
な
り
に
多
く
あ
る
。
既
に

先
輩
の
立
派
な
写
真
が
あ
る
の
に
、
之
を
再
照
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
、
予
は
之
を
照
相
せ
な
ん
だ
」
と
記
す
。
こ
の
よ
う
な
写
真

の
重
複
を
避
け
る
と
い
う
判
断
が
撮
影
時
間
の
節
約
を
も
た
ら
し
、
効
率
的
な
調
査
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中
国
を
広
範
に

カ
バ
ー
す
る
空
前
絶
後
の
調
査
記
録
―
―
『
佛
教
史
蹟
』
と
『
文
化
史
蹟
』
―
―
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

常
盤
は
関
野
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、二
人
の
調
査
成
果
を
共
同
研
究
と
い
う
形
で
公
表
す
る
こ
と
を
想
起
し
た
に
違
い
な
い
。
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だ
が
こ
の
両
者
が
成
果
を
集
成
し
、
発
表
す
る
段
階
に
至
る
ま
で
に
は
、
後
述
す
る
も
う
一
つ
の
決
定
的
な
要
因
が
存
在
す
る
。

二　

常
盤
大
定
の
中
国
調
査
の
概
要

こ
こ
で
は
常
盤
の
中
国
踏
査
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。
常
盤
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
彼
自
身
の
手
に
な
る
記
録
が
数
多
く
公
刊

さ
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
頂
く
と
し
て
（
後
述
）、
以
下
で
は
調
査
地
点
と
資
金
の
出
所
に
し
ぼ
っ
て
ま
と

め
て
お
く
。

（
１
）
第
一
回
調
査
：
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
九
月
二
十
四
日
〜
十
年
一
月
五
日

奉
天
、
北
京
、
房
山
石
経
、
大
同
雲
崗
石
仏
寺
、
張
家
口
霊
泉
寺
、
正
定
府
臨
済
寺
・
天
寧
寺
、
交
城
県
、
石
壁
玄
中
寺
、

太
原
県
晋
祠
、
天
龍
山
石
窟
、
龍
山
道
教
石
窟
、
風
峪
、
洛
陽
龍
門
石
窟
、
漢
口
、
宜
昌
、
玉
泉
寺
、
盧
山
、
棲
賢
寺
、
白

鹿
洞
書
院
、
秀
峰
寺
、
慧
遠
塔
院
、
南
京
霊
谷
寺
、
牛
首
山
普
覚
寺
、
棲
霞
山
、
北
固
山
甘
露
寺
、
杭
州
西
湖
、
霊
隠
寺
。

こ
の
第
一
回
調
査
の
資
金
は
、
真
宗
大
学
（
の
ち
の
大
谷
大
学
）
学
長
で
あ
っ
た
南
條
文
雄
を
通
じ
て
大
阪
の
企
業
経
営
者
で
あ

る
田
代
重
右
衛
門
か
ら
、
さ
ら
に
は
、
浩
々
洞
の
同
人
で
真
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
加
藤
智
学
を
通
じ
て
政
治
家
・
経
営
者
で
あ
る
橋

本
信
次
郎
か
ら
の
援
助
を
受
け
た
と
い
う
。
加
え
て
、
真
宗
の
僧
侶
で
朝
日
新
聞
記
者
で
も
あ
っ
た
安
藤
正
純
を
通
じ
て
「
大
阪
朝

日
新
聞
」
に
現
地
か
ら
の
通
信
を
寄
稿
す
る
こ
と
も
約
束
し
た
た
め

（
６
）

、
そ
の
稿
料
も
資
金
に
充
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

帰
京
後
の
大
正
十
年
一
月
十
八
日
、
関
野
は
「
午
后
六
時
常
盤
氏
を
訪
い
将
来
の
拓
本
類
を
見
る
」
と
あ
る
よ
う
に
（
７
）
、
常
盤
邸
に

赴
き
調
査
成
果
を
見
学
し
て
い
る
。
同
年
三
月
に
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
長
で
あ
っ
た
上
田
萬
年
の
斡
旋
で
「
成
績
発
表
会
」
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が
催
さ
れ
た
（
８
）

。

こ
の
時
の
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
の
連
載
記
事
を
ま
と
め
、
写
真
や
図
版
な
ど
も
増
補
し
て
整
理
し
た
も
の
が
『
支
那
佛
蹟
踏
査
―

―
古
賢
の
跡
へ
』
で
あ
り
、
同
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
附
言
し
て
お
く
と
、
こ
の
書
物
に
対
し
て
は
、
北
京
に
お
い
て

常
盤
と
と
も
に
房
山
調
査
に
赴
い
た
武
内
義
雄
に
よ
っ
て
書
評
が
執
筆
さ
れ
た
（
９
）
。

（
２
）
第
二
回
調
査
：
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
九
月
十
四
日
〜
十
一
年
二
月
十
九
日

青
島
、
済
南
、
黄
石
崖
、
開
元
寺
、
霊
巌
寺
、
曲
阜
、
光
化
寺
、
泰
山
、
神
通
寺
、
玉
函
山
、
北
京
、
明
十
三
陵
、
居
庸
関
、

開
封
相
国
寺
、
洛
陽
龍
門
、
嵩
山
少
林
寺
、
会
善
寺
、
嵩
嶽
寺
、
中
岳
廟
、
碑
楼
寺
、
亳
州
、
鹿
邑
県
、
老
子
昇
仙
台
、
宝

山
寺
、
霊
裕
塔
、
大
住
窟
、
北
邙
山
、
漢
口
、
武
昌
洪
山
、
嶽
麓
書
院
、
南
嶽
、
衡
州
、
石
鼓
書
院
、
潙
山
、
鎮
江
、
芽
山
、

蘇
州
、
霊
巌
山
、
上
海

こ
の
時
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
長
服
部
宇
之
吉
と
、
教
育
者
と
し
て
知
ら
れ
る
沢
柳
政
太
郎
の
配
慮
に
よ

り
財
団
法
人
啓
明
会
か
ら
援
助
を
得
ら
れ
た）
10
（

。

『
財
団
法
人
啓
明
会
第
参
回
大
正
拾
年
度
事
業
報
告
書
』（
発
行
年
等
不
明
）に
は
、大
正
十
年
度
の
事
業
報
告
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
「
支
那
に
於
け
る
仏
教
並
に
関
係
あ
る
儒
、
道
両
教
の
史
蹟
の
踏
査
」
に
対
し
て
、「
金
六
千
円
の
補
助
」
が
な
さ
れ
た
と

あ
り
、
さ
ら
に
翌
年
の
事
業
報
告
書
で
は
「
金
八
千
円
の
補
助
（
踏
査
費
六
千
円
、
外
に
蒐
集
品
整
理
費
二
千
円
）」
と
あ
る
の
で
、

資
料
整
理
の
費
用
と
し
て
二
千
円
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

六
千
円
乃
至
二
千
円
は
当
時
ど
の
程
度
の
価
値
が
あ
っ
た
の
か
。
参
考
ま
で
に
当
時
の
物
価
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
く
。
ま
ず
、

給
与
に
つ
い
て
み
る
と
、
帝
国
議
会
の
議
員
歳
費
は
三
千
円
、
総
理
大
臣
の
月
給
は
千
円
、
東
京
都
知
事
の
年
俸
は
六
千
円
で
あ
っ
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た
。
次
に
日
用
品
・
交
通
費
に
つ
い
て
み
る
と
、
米
十
キ
ロ
の
小
売
り
価
格
が
二
円
六
十
六
銭
二
厘
、
山
手
線
の
初
乗
り
運
賃
が
五

銭
、
東
京
・
大
阪
間
の
運
賃
が
六
円
四
厘
で
あ
っ
た）
11
（

。
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
調
査
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
六
千
円
が
、

当
時
に
あ
っ
て
も
破
格
の
金
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
な
お
、
前
回
と
同
様
に
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
こ
の
時
の
旅
行
記
が

連
載
さ
れ
た
。

帰
国
後
の
大
正
十
一
年
四
月
九
日
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
・
啓
明
会
の
合
同
主
催
に
よ
る
展
覧
会
・
報
告
会
が
催
さ
れ
た
。
こ

の
席
で
「
開
会
の
辞
」
を
述
べ
た
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
長
で
あ
っ
た
三
上
参
次
の
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
る）

12
（

。
そ
こ
で
は
、
通
常
の

旅
行
で
あ
れ
ば
我
々
で
も
行
け
る
が
、
常
盤
の
場
合
は
、
現
地
の
中
国
人
や
官
憲
で
さ
え
尻
込
み
す
る
よ
う
な
奥
地
に
ま
で
果
敢
に

踏
み
込
ん
で
行
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
の
ち
、

常
盤
博
士
の
如
き
信
仰
心
の
強
く
、
而
も
其
信
ず
る
所
の
一
種
宗
教
上
か
ら
深
き
信
念
を
持
っ
て
居
ら
る
る
方
で
な
け
れ
ば

ア
ゝ
云
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
私
は
深
く
感
じ
た
。

と
述
べ
る
。
常
盤
を
し
て
調
査
に
向
か
わ
せ
た
の
は
、
研
究
者
と
し
て
の
探
求
心
は
も
と
よ
り
、
仏
教
徒
と
し
て
の
「
深
き
信
念
」

で
あ
っ
た
と
三
上
は
看
取
し
て
い
た
。
そ
し
て
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
調
査
日
誌
、
及
び
別
に
作
成
し
た
調
査
記
録
を
ま
と
め
て
一
書

に
し
た
も
の
が
『
支
那
佛
教
史
蹟
』
で
あ
り
、
こ
れ
は
大
正
十
二
年
五
月
に
発
刊
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
第
三
回
調
査
：
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
九
月
二
十
九
日
〜
十
二
月
十
九
日

上
海
、
揚
州
、
寧
波
、
海
門
、
台
州
、
華
頂
峰
善
興
寺
、
国
清
寺
、
普
陀
山
、
南
京
、
漢
口
、
磁
州
、
南
響
堂
山
、
北
響
堂
山
、
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石
窟
寺
、
広
済
県
、
四
祖
山
、
黄
梅
県
高
塔
寺
、
東
林
寺
、
鎮
江
、
平
山
堂
、
煙
霞
洞
、
雲
居
山
聖
水
寺
址

こ
の
時
の
調
査
で
は
、
東
本
願
寺
の
阿
部
恵
水
総
長
と
宮
谷
法
含
の
尽
力
に
よ
り
東
本
願
寺
よ
り
援
助
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
に
寄
稿
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
現
地
か
ら
の
配
信
と
い
う
形
を
と
ら
ず

に
、
帰
国
後
の
十
二
月
二
十
三
日
・
二
十
五
日
・
二
十
七
日
の
三
回
に
渡
る
連
載
記
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
帰
国
の
連
絡
が
届
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、「
案
ペ
ラ
〔
筵
の
こ
と
〕
一
枚
で
苦
行
の
常
盤
師　

予
定
通
り
に
帰
京
の
報

な
く　

心
の
不
安
を
語
る
夫
人
」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
十
一
年
十
二
月
七
日
）
と
題
し
て
、
留
守
宅
を
預
か
る
夫
人
千
代
の
様

子
が
報
道
さ
れ
た
。夫
人
の
談
話
に
続
き
東
京
帝
国
大
学
の
講
師
で
か
つ
僧
侶
で
も
あ
っ
た
島
地
大
等
の
談
話
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
、

常
盤
さ
ん
は
今
度
は
石
窟
に
入
ら
ず
天
台
の
方
を
研
究
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
本
年
中
に
帰
京
す
る
筈
な
の
が
未
だ

に
帰
ら
な
い
の
で
実
に
我
々
も
心
配
し
、
五
日
木
村
泰
賢
さ
ん
と
共
に
留
守
宅
を
訪
ね
た
が
お
宅
の
方
へ
も
何
の
便
り
が
な

い
の
で
い
ま
も
気
遣
っ
て
い
る
始
末
だ
。

と
あ
る
。
な
お
、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
常
盤
の
調
査
行
に
対
し
て
世
間
か
ら
は
「
博
士
の
道
楽
に
結
び
つ
け
其
行
動
に
種
々
非
難

の
声
を
発
す
る
も
の
」
も
い
た
よ
う
で
あ
り
、こ
う
し
た
声
に
対
し
て
「
学
界
同
輩
の
士
等
の
中
に
は
博
士
の
た
め
に
慨
嘆
し
て
居
」

た
と
い
う
。

（
４
）
第
四
回
調
査
：
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
月
八
日
〜
十
一
月
六
日
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釜
山
、
奉
天
、
旅
順
、
青
島
、
済
南
、
長
春
観
、
千
仏
山
造
像
、
黄
石
崖
、
開
元
寺
、
玉
函
山
、
神
通
寺
、
大
仏
寺
、
霊
巌
寺
、

西
龍
洞
、
普
照
寺
、
龍
興
寺
、
雲
門
山

こ
の
時
の
調
査
で
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
の
実
業
家
で
あ
る
風
間
幸
右
衛
門
か
ら
の
援
助
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
服
部
宇
之
吉
の
配
慮

に
よ
り
外
務
省
の
対
支
文
化
事
業
か
ら
千
円
の
補
助
を
得
る
こ
と
が
で
き
た）
13
（

。
こ
の
時
の
調
査
は
常
盤
と
関
野
に
よ
る
共
同
調
査
と

み
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

当
初
は
直
隷
・
河
南
を
調
査
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
張
作
霖
（
奉
天
派
）
と
呉
佩
孚
（
直
隷
派
）
と
の
間
で
戦
わ
れ
た
、
い
わ

ゆ
る
第
二
次
奉
直
戦
争
の
影
響
に
よ
り
山
東
に
調
査
地
を
変
更
し
た
。

（
５
）
第
五
回
調
査
：
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
二
月
十
四
日
〜
四
年
一
月
三
十
日

上
海
、
広
東
、
六
榕
寺
、
懐
聖
寺
、
韶
州
、
南
華
寺
、
雲
山
門
、
光
孝
寺
、
潮
州
、
韓
文
公
祠
、
開
元
寺
、
廈
門
、
南
普
陀
寺
、

福
州
、
鼓
山
、
大
穆
渓
口
、
崇
聖
寺
、
黄
檗
山

学
術
調
査
と
し
て
は
最
後
の
機
会
に
な
る
。
今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
も
対
支
文
化
事
業
部
か
ら
の
補
助
を
得
ら
れ
た
。
こ
れ
ま

で
の
単
独
行
と
異
な
り
、
佐
藤
泰
舜
（
記
録
・
通
信
）、
稲
葉
茂
（
交
渉
）、
結
城
令
聞
（
実
測
）、
阿
部
国
治
（
会
計
）、
龍
池
透
（
文

献
）
と
の
共
同
調
査
で
あ
っ
た
。（　

）
内
に
記
し
た
よ
う
に
、
各
人
の
担
当
も
決
め
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
記
録
が
『
支
那
佛
教

史
蹟
記
念
集
』
と
な
る）

14
（

。
こ
れ
は
門
弟
・
同
僚
・
知
友
に
よ
る
常
盤
の
還
暦
を
祝
賀
す
る
も
の
で
あ
り
、
出
版
に
あ
た
っ
て
は
、「
常

盤
博
士
還
暦
記
念
会
」
よ
り
受
領
し
た
三
千
円
の
寄
付
金
を
利
用
し
て
い
る）

15
（

。
の
ち
に
永
平
寺
の
貫
主
と
な
る
佐
藤
泰
舜
が
、
こ
の

調
査
旅
行
の
手
記
を
公
表
し
て
お
り）
16
（

、
口
絵
に
は
常
盤
ら
同
行
者
と
の
記
念
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
常
盤
の
五
回
に
及
ぶ
中
国
調
査
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
常
盤
が
訪
問
し
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
末
尾
に
掲
げ
た
附
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図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
こ
ま
で
の
叙
述
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
冒
頭
で
設
定
し
た
課
題
―
―
な
ぜ
『
佛
教
史
蹟
』
を
出
版
す
る
決
意
を
し
た
か
―
―
を
考

え
て
み
よ
う
。
常
盤
は
大
正
九
年
度
、
十
年
度
、
十
一
年
度
と
連
続
し
て
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
二
年
は
行
わ
ず）
17
（

、

十
三
年
に
再
開
し
て
い
る
。
加
え
て
担
当
す
る
授
業
の
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
、
必
ず
九
月
に
出
発
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

換
言
す
れ
ば
、
な
ぜ
大
正
十
二
年

4

4

4

4

4

の
九
月

4

4

に
調
査
に
赴
か
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
は
や
贅
言
を
要
す
ま
い
。
こ

れ
は
「
行
か
な
か
っ
た
」
の
で
は
な
く
、「
行
け
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
こ
そ
『
佛
教
史
蹟
』
編
纂
を
決
意
し
た
理
由

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
以
下
、
章
を
改
め
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

三　
『
佛
教
史
蹟
』
の
出
版
に
至
る
ま
で
―
―
そ
の
理
由
と
編
集
過
程

大
正
十
二
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
轟
音
と
と
も
に
巨
大
な
地
震
が
突
如
と
し
て
関
東
一
円
を
襲
う
。
死
者
・
行
方

不
明
者
十
万
五
千
人
余
、
被
害
家
屋
三
十
七
万
棟
以
上
に
及
ぶ
、
関
東
大
震
災
の
発
生
で
あ
る）
18
（

。
震
災
は
人
的
被
害
の
み
な
ら
ず
、

数
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
内
田
魯
庵
「
典
籍
の
廃
墟
―
―
失
は
れ
た
る
文
献
の
追
懐
」
に
は
東

京
に
お
け
る
美
術
品
や
書
籍
の
被
災
状
況
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る）
19
（

。

当
然
、
こ
の
大
震
災
は
常
盤
と
関
野
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
の
ち
に
常
盤
は
「
学
藝　

支
那
佛
教
史
蹟
の
公
刊
と
新

発
見
（
上
）」（「
東
京
朝
日
新
聞
」
大
正
十
四
年
六
月
四
日
）
で
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

一
昨
年
の
大
震
火
災
の
厄
に
罹
り
、
帝
大
に
寄
託
し
て
置
い
た
お
び
た
だ
し
き
拓
本
を
一
朝
に
失
っ
た
時
は
、
名
状
す
べ
か
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ら
ざ
る
哀
愁
を
感
じ
た
。
中
に
は
再
度
の
踏
査
を
敢
行
す
べ
き
勇
気
の
出
な
い
処
も
一
二
箇
所
で
は
な
い
が
今
更
死
児
の
齢

を
数
へ
ぬ
。
こ
の
材
料
を
失
っ
て
も
、
其
前
後
に
輯
集
し
た
鮮
な
か
ら
ぬ
資
料
が
、
年
と
共
に
乱
雑
に
な
っ
て
行
く
。
存
外

に
多
大
の
時
間
と
労
力
と
資
材
と
を
投
じ
て
、
辛
く
も
整
理
し
た
も
の
が
、
今
回
公
刊
し
た
『
支
那
佛
教
史
蹟
』
で
あ
る
。

文
章
の
前
半
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
苦
労
し
て
将
来
し
た
資
料
が
一
瞬
で
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
常
盤

は
「
名
状
す
べ
か
ら
ざ
る
哀
愁
を
感
じ
た
」
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
地
震
の
直
後
に
は
、
大
地
震
の
余
震
と
そ
れ
に
伴
う
噂
話
の
類
も

し
ば
ら
く
の
期
間
広
ま
り
、
な
か
に
は
次
な
る
大
地
震
を
予
測
す
る
も
の
さ
え
現
れ
た）
20
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
頻
発
す
る
余
震
や

報
道
を
受
け
て
、
残
さ
れ
た
資
料
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
れ
に
常
盤
が
駆
ら
れ
た
と
し
て
も
決
し
て
不
思
議

な
こ
と
で
は
な
い
。
い
ず
れ
時
機
を
み
て
資
料
を
ま
と
め
る
心
算
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
関
東
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
常

盤
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
整
理
を
決
意
し
、『
佛
教
史
蹟
』
出
版
に
至
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、『
佛
教
史
蹟
』
の
編
纂
過
程
は
前
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の
結
果
だ
け
触
れ
て
お
く
。

【
図
版
】

一
：
大
正
十
四
年
五
月
廿
日
発
行　

昭
和
三
年
十
一
月
補
正
発
行

二
：
大
正
十
四
年
十
月
冊
一
日
発
行　

昭
和
二
年
九
月
廿
日
補
正
発
行

三
：
大
正
十
五
年
三
月
三
十
日
発
行　

昭
和
二
年
七
月
十
日
補
正
発
行

四
：
大
正
十
五
年
十
一
月
三
日
発
行　

昭
和
二
年
十
二
月
一
日
補
正
発
行

五
：
昭
和
二
年
四
月
廿
二
日
発
行
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記
念
集
：
昭
和
六
年
十
月
十
五
日
発
行

【
評
解
】

一
：
大
正
十
四
年
六
月
八
日
発
行　

昭
和
四
年
四
月
五
日
発
行

二
：
大
正
十
五
年
四
月
十
七
日
発
行

三
：
昭
和
元
年
十
二
月
二
十
九
日
発
行

四
：
昭
和
二
年
十
二
月
廿
五
日
発
行

五
：
昭
和
三
年
三
月
三
十
一
日
発
行　

跋
文　

昭
和
三
年
三
月
十
三
日

記
念
集
：
昭
和
六
年
十
一
月
八
日
発
行

最
後
の
記
念
集
だ
け
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
常
盤
の
還
暦
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
常
盤
の
単
著
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
、

す
べ
て
関
野
と
の
共
著
で
あ
る
。
一
方
で
、
行
程
記
録
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、『
支
那
佛
蹟
踏
査　

古
賢
の
跡
へ
』『
支
那
佛

教
史
蹟
』『
支
那
佛
教
史
蹟
記
念
集
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
が
、そ
の
間
の
二
回
の
調
査
成
果
も
加
え
て
ま
と
め
直
し
た
『
支

那
佛
教
史
蹟
踏
査
記
』
が
の
ち
に
印
刷
さ
れ
る）
21
（

。
随
所
に
示
さ
れ
る
所
感
も
含
め
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
社
会
の
実
状
を
探
る
う

え
で
も
資
料
的
価
値
は
高
い
。

四　
『
支
那
文
化
史
蹟
』
か
ら
『
中
国
文
化
史
蹟
』
へ

以
下
で
は
、『
佛
教
史
蹟
』
の
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
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（
１
）B

u
d

d
h

ist m
on

u
m

en
ts in

 C
h

in
a

の
出
版

前
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
関
野
と
常
盤
は
『
佛
教
史
蹟
』
執
筆
当
初
か
ら
自
ら
の
成
果
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
、『
佛
教
史

蹟
』
の
英
訳
を
構
想
し
て
い
た
。
そ
れ
は
解
説
で
あ
る
「
評
解
」
を
英
訳
し
たB

u
d

d
h

ist m
on

u
m

en
ts in

 C
h

in
a

と
し
て
結
実

す
る
。
執
筆
者
は
常
盤
大
定
と
関
野
貞
、
出
版
元
は
「B

U
K
K
Y
O
-S
H
IS
E
K
I K
E
N
K
Y
U
-K
W
A
I

」、
す
な
わ
ち
「
佛
教
史
蹟
研

究
会
」
で
あ
り
、
版
元
の
住
所
も
常
盤
の
自
宅
で
あ
る
た
め
、『
佛
教
史
蹟
』
と
同
じ
く
自
費
出
版
の
形
で
公
刊
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
に
訳
者
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
常
盤
に
は
英
書
の
翻
訳
が
あ
り
、
ま
た
大
学
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
英

語
を
教
え
て
い
た
経
験
も
あ
る
た
め）
22
（

、
自
ら
の
手
で
翻
訳
し
た
と
筆
者
は
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
序
文
で

「P
rofessor D

aisetz T
eitaro S

uzuki

」、
す
な
わ
ち
当
時
大
谷
大
学
教
授
で
あ
っ
た
鈴
木
大
拙
（
貞
太
郎
）
に
対
し
て
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に）
23
（

、英
語
に
堪
能
で
あ
っ
た
鈴
木
大
拙
の
強
力
な
サ
ポ
ー
ト
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

否
、
こ
れ
は
「
協
力
」
な
ど
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
鈴
木
大
拙
の
英
文
日
記
と）
24
（

、『
鈴
木
大
拙
研
究
基

礎
資
料
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
未
公
刊
の
日
記
な
ど
の
膨
大
な
資
料
に
も
と
づ
い
た
「
年
譜
」
に
則
し
て
鈴
木
の
行
動
を
追
跡
し

て
い
く
と）
25
（

、
む
し
ろ
「
共
訳
」
と
記
し
て
も
過
言
で
は
な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
こ
う
し
た
資
料
に
導
か
れ
な
が

ら
英
訳
作
業
を
復
元
し
て
い
き
た
い
。

鈴
木
の
英
文
日
記
に
よ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
件
で
最
も
早
く
常
盤
と
鈴
木
と
の
接
触
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
大
正
十
四
年
三
月
七
日

の
こ
と
で
あ
る
。
関
野
『
日
記
』
に
お
い
て
も
、
四
月
十
四
日
（
火
）
に
「
午
前　

大
学
へ
常
盤
博
士
来
訪
、
支
那
仏
教
史
蹟
図
版

挿
入
英
訳
論
議
。」
と
あ
る
。
鈴
木
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
先
に
済
ま
せ
た
う
え
で
、
関
野
に
英
訳
の
話
題
を
持
ち
出
し
た
と
み
ら
れ

る
の
で
、
大
正
十
四
年
の
早
い
時
期
で
英
訳
の
構
想
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
の
英
訳
作
業
は
同
年
八
月
二
十

日
か
ら
開
始
さ
れ
、
八
月
二
十
九
日
に
は
第
一
稿
が
完
成
し
た
。
こ
れ
はP

A
R
T

Ⅰ

、
す
な
わ
ち
第
一
冊
の
た
め
の
作
業
で
、
翌



東洋文化研究 18 号　　44

十
五
年
二
月
二
十
五
日
に
完
成
し
て
い
る
。

P
A
R
T

Ⅱ

の
英
訳
作
業
に
鈴
木
が
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
約
二
十
ヶ
月
後
の
翌
昭
和
二
年
十
一
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
月
五
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
鈴
木
の
居
宅
で
あ
っ
た
鎌
倉
の
円
覚
寺
正
伝
庵
でInaba

氏
（
不
詳
）
と

と
も
に
鈴
木
は
英
訳
に
務
め
た
。
引
き
続
き
同
年
八
月
七
日
か
ら
九
月
十
六
日
ま
で
作
業
が
継
続
さ
れ
た）
26
（

。
い
つ
の
時
点
で
完
了
し

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
発
行
さ
れ
た
時
期
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
一
年
近
く
を
費
や
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
ま
で
常

盤
の
英
訳
作
業
へ
の
関
わ
り
は
判
然
と
し
な
い
。
だ
が
、
次
のP

A
R
T

Ⅲ

か
ら
は
確
実
に
共
同
で
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

P
A
R
T

Ⅲ

の
英
訳
作
業
は
約
一
年
半
後
の
昭
和
五
年
一
月
五
日
か
ら
始
動
す
る
。
こ
の
時
は
熱
海
に
滞
在
し
て
い
た
鈴
木
の
も
と

に
常
盤
が
合
流
し
、
十
二
日
の
午
後
五
時
ま
で
共
同
で
作
業
を
行
っ
た
。
同
年
七
月
十
七
日
午
前
八
時
に
常
盤
が
鈴
木
の
も
と
を
訪

れ
、
七
月
二
十
三
日
ま
で
作
業
が
継
続
さ
れ
た）
27
（

。
九
月
に
も
常
盤
が
京
都
の
鈴
木
の
自
宅
を
訪
ね
、
三
日
か
ら
八
日
ま
で
作
業
を
行

う
。
こ
こ
ま
で
がP

A
R
T

Ⅲ
の
英
訳
で
あ
っ
た
。
こ
の
の
ち
、
常
盤
が
交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
入
院
し
た
た
め
、
作
業
の
中
断

を
余
儀
な
く
さ
れ
る）
28
（

。

P
A
R
T
Ⅳ

の
英
訳
作
業
は
、
昭
和
八
年
一
月
六
日
に
常
盤
が
鈴
木
の
も
と
を
来
訪
し
、
夏
の
温
泉
で
の
作
業
を
提
案
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
こ
の
時
は
十
三
日
ま
で
英
訳
を
行
っ
た
。
七
月
二
十
三
日
、
上
野
駅
で
鈴
木
は
常
盤
と
合
流
し
、
午
後
十
一
時
十
五
分

発
の
列
車
で
猛
暑
の
東
京
を
抜
け
出
し
て
北
上
す
る
。
翌
朝
七
時
三
十
分
に
白
石
駅
に
到
着
し
、
バ
ス
に
小
一
時
間
ほ
ど
揺
ら
れ
、

午
前
九
時
三
十
分
に
宮
城
県
白
石
市
の
青
根
温
泉
（
蔵
王
山
の
東
麓
）
に
到
着
す
る
や
、
た
だ
ち
に
そ
の
日
の
午
後
か
ら
二
人
で
英

訳
作
業
を
開
始
し
て
い
る
。
以
後
、
散
歩
を
し
て
気
分
転
換
も
は
か
り
つ
つ
、
十
一
連
泊
し
て
ひ
た
す
ら
作
業
に
励
ん
だ
。
八
月
四

日
の
早
朝
に
青
根
温
泉
を
発
ち
、
仙
台
に
向
か
う
。
常
盤
の
招
待
に
よ
っ
て
仙
台
の
市
内
観
光
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
日
の
夜
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は
常
盤
の
自
坊
道
仁
寺
に
宿
泊
し
た
。
翌
朝
仙
台
を
出
発
し
鎌
倉
に
戻
る
。
そ
の
後
の
九
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
も
引
き
続
き
作
業

が
続
け
ら
れ
た
。
こ
れ
でP

A
R
T
Ⅳ

が
完
成
し
た
と
み
ら
れ
る）
29
（

。

最
後
のP

A
R
T
Ⅴ

に
つ
い
て
は
、「
年
譜
」
に
「
昭
和
九
年
八
月　

宮
城
県
青
根
温
泉
へ
常
盤
大
定
と
、
英
訳
手
伝
い
の
た
め
一

週
間
ほ
ど
滞
在
。」
と
記
さ
れ
て
い
る）
30
（

。

評
解
の
英
語
版
で
あ
るT

E
X
T

の
発
行
年
月
日
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

T
E
X
T
 P
A
R
T

Ⅰ

：
大
正
十
五
年
十
一
月
五
日
発
行

T
E
X
T
 P
A
R
T

Ⅱ

：
昭
和
五
年
二
月
五
日
発
行

T
E
X
T
 P
A
R
T

Ⅲ

：
昭
和
六
年
十
一
月
十
五
日
発
行

T
E
X
T
 P
A
R
T
Ⅳ

：
昭
和
十
二
年
四
月
十
五
日
発
行

T
E
X
T
 P
A
R
T
Ⅴ

：
昭
和
十
三
年
二
月
廿
五
日
発
行

以
上
、
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
常
盤
が
英
訳
し
、
そ
れ
を
鈴
木
が
校
閲
し
た
な
ど
と
い
っ
た
形
式
的
な
協
力
関
係
で
は
決
し
て

な
く
、
ほ
ぼ
共
訳
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

鈴
木
が
共
訳
者
に
選
ば
れ
た
理
由
と
し
て
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。
な
に
よ
り
も
ま
ず
そ
の
卓
越
し
た
英
語
力
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

外
国
語
圏
に
滞
在
し
、
そ
の
国
の
言
語
を
使
い
続
け
て
い
れ
ば
、〈
読
む
・
聞
く
・
話
す
〉
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
あ
る
程
度

は
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、〈
書
く
〉
と
な
る
と
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
点
に

お
い
て
、
滞
米
経
験
も
長
い
上
に
英
文
の
著
作
も
あ
る
鈴
木
の
英
語
力
は
申
し
分
が
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
仏
教
用
語
に
習
熟
し
て
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い
た
点
も
英
訳
に
お
い
て
力
を
発
揮
し
た
に
違
い
な
い
。

以
上
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
鈴
木
以
上
の
適
任
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
鈴
木
が
共
訳
者
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と

は
必
然
と
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
に
共
訳
者
と
し
て
鈴
木
の
名
前
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
鈴
木
の
著
作
目

録
で
も
こ
れ
に
触
れ
た
記
載
が
一
切
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
不
可
解
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
推
測
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
そ
れ
は

決
し
て
功
名
心
か
ら
翻
訳
に
協
力
し
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
事
業
を
世
界
に
広
め
る
使
命
感
に
駆
ら
れ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
成
果
は
世
界
に
広
め
る
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
鈴
木
自
身
が
見
出
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
事
業
に
協
力
し
た
の
で
は
な
い
か
と

筆
者
は
考
え
る
。
こ
の
あ
た
り
別
の
事
情
が
背
後
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
以
上
の
よ
う
に
考
え

て
お
き
た
い
。

（
２
）『
支
那
文
化
史
蹟
』
の
出
版

関
野
の
没
後
、
常
盤
の
手
に
よ
っ
て
『
文
化
史
蹟
』
が
昭
和
十
四
年
四
月
か
ら
昭
和
十
六
年
九
月
に
か
け
て
京
都
の
一
書
肆
で
あ

る
法
蔵
館
よ
り
出
版
さ
れ
た
。「
文
化
交
流
の
金
字
塔　

常
盤
博
士
の
「
支
那
文
化
史
蹟
」
完
成
」（「
読
売
新
聞
」
昭
和
十
六
年
九

月
五
日
）
と
題
し
た
新
聞
記
事
に
、
常
盤
の
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

心
持
ち
と
し
て
は
私
の
専
門
の
支
那
仏
教
の
研
究
の
立
場
か
ら
と
、
一
つ
に
は
仏
心
を
通
じ
て
日
支
の
文
化
交
流
を
は
か
り

た
い
と
い
う
念
願
、
又
第
三
に
だ
ん
だ
ん
滅
出
し
て
ゆ
く
支
那
の
文
化
史
蹟
を
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
保
存
し
て
お
き
た

い
動
機
か
ら
は
じ
め
た
の
で
す
。
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当
時
は
日
中
戦
争
の
さ
な
か
で
あ
り
、
報
道
を
通
じ
て
中
国
各
地
の
戦
況
が
刻
一
刻
と
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
社
会
的

関
心
も
高
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
と
く
に
『
文
化
史
蹟
』
に
は
数
多
く
の
写
真
が
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
大
衆
の
関
心
を
引
き
寄

せ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
販
売
も
好
調
だ
っ
た
よ
う
で
、
第
一
回
配
本
は
発
売
と
同
時
に
品
切
れ
と
な
っ
た）
31
（

。

内
容
は
大
幅
に
拡
充
さ
れ
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
道
教
・
儒
教
に
ま
つ
わ
る
史
蹟
と
一
般
の
史
蹟
も
加
え
ら
れ
、
十
二
分
冊
（
図
版

＋
解
説
）
で
出
版
さ
れ
た
。
常
盤
と
関
野
が
訪
れ
て
い
な
い
場
所
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
て
増
補
さ
れ
た
。
た

と
え
ば
、
第
十
巻
で
は
四
川
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
常
盤
・
関
野
は
四
川
で
の
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
解
説
は

伊
東
忠
太
の
調
査
に
も
と
づ
い
た
と
明
記
し
て
お
り
、
写
真
も
伊
東
撮
影
の
も
の
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
文
化
史
蹟
』

は
そ
れ
ま
で
の
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
調
査
や
彼
ら
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
の
集
大
成
と
も
な
っ
た
。

（
３
）『
中
国
文
化
史
蹟
』
の
出
版

一
九
七
〇
年
代
に
な
っ
て
『
文
化
史
蹟
』
が
『
中
国
文
化
史
蹟
』
と
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
同
じ
法
蔵
館
か
ら
出
版
さ
れ
る
。
そ
の

経
緯
を
島
田
正
郎
「
あ
と
が
き
」
に
よ
り
な
が
ら
述
べ
て
い
く）
32
（

。

『
文
化
史
蹟
』
が
発
刊
さ
れ
た
の
ち
、
常
盤
は
他
の
研
究
者
が
行
っ
た
中
国
東
北
部
と
内
モ
ン
ゴ
ル
の
調
査
成
果
も
加
え
た
形
で

の
増
補
版
を
構
想
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
（
考
古
学
）
の
原
田
淑
人
に
委
嘱
し
て
い
た
。
原
田
は
さ

ら
に
そ
れ
を
東
方
文
化
学
院
の
研
究
員
で
あ
っ
た
竹
島
卓
一
と
島
田
正
郎
に
託
し
、自
ら
は
全
体
の
監
修
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
準
備
さ
れ
た
『
文
化
史
蹟
』
の
増
補
版
は
出
版
直
前
ま
で
進
め
ら
れ
た
も
の
の
、
昭
和
二
十
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
、
そ

し
て
六
月
の
東
方
文
化
学
院
蔵
書
の
疎
開
、
引
き
続
く
敗
戦
の
大
混
乱
も
あ
り
、
事
業
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
関
連
資
料
は
島
田
の
元
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
に
な
っ
て
法
蔵
館
の
松
川
健
文
が
島
田
の
も
と
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を
訪
れ
、
再
刊
が
決
定
し
た
と
い
う
。

お
り
し
も
前
年
の
昭
和
四
十
七
年
九
月
に
は
田
中
角
栄
首
相
の
率
い
る
政
府
代
表
団
が
北
京
を
訪
問
し
、
日
中
国
交
正
常
化
に
こ

ぎ
つ
け
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
で
も
中
国
へ
の
大
衆
的
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
。
法
蔵
館
と
し
て
は
そ
う
し
た
時
機
も
考
慮
に
入
れ

た
う
え
で
再
刊
を
決
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図
版
は
す
べ
て
洋
装
本
に
、
解
説
は
上
下
二
巻
に
仕
立
て
直
さ
れ
、
あ
ら
た
に
「
１　

人
名
」「
２　

建
造
物
（
墓
陵
を
含
む
）」

「
３　

地
名
」「
４　

書
名
」「
５　

件
名
（
碑
名
、
寺
記
な
ど
を
含
む
）」
の
索
引
が
付
さ
れ
た）

33
（

。
増
補
版
に
は
、
中
国
東
北
部
と
内

モ
ン
ゴ
ル
の
「
図
版
」
と
と
も
に
島
田
正
郎
「
通
説
」
と
竹
島
卓
一
「
図
版
解
説
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
戦
争
に
継
ぐ

内
戦
、
そ
し
て
文
化
大
革
命
期
の
混
乱
も
あ
っ
て
、
数
多
く
の
文
化
施
設
や
宗
教
施
設
が
破
壊
を
被
っ
た
た
め
、
こ
の
図
録
に
残
さ

れ
た
一
九
二
〇
年
代
の
遺
蹟
の
写
真
や
彼
ら
の
記
録
が
今
後
も
学
術
的
価
値
を
有
し
続
け
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

『
佛
教
史
蹟
』
が
明
治
維
新
直
後
に
生
ま
れ
た
人
に
よ
る
「
学
問
の
産
物
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、こ
れ
に
続
く
『
文
化
史
蹟
』
と
『
中

国
文
化
史
蹟
』
は
、
結
果
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
日
中
戦
争
や
日
中
国
交
正
常
化
を
背
景
と
し
た
、
い
わ
ば
「
時
代
の
産
物
」
と
な
っ

た
と
い
え
よ
う
。

む
す
び
に
か
え
て
―
―
常
盤
大
定
と
鈴
木
大
拙
、
そ
し
て
西
田
幾
多
郎

本
稿
で
は
『
支
那
佛
教
史
蹟
』
か
ら
『
支
那
文
化
史
蹟
』『
中
国
文
化
史
蹟
』
出
版
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
既
知
の
資
料
を
使
っ

て
組
み
立
て
て
い
っ
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
点
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

①
常
盤
に
よ
る
中
国
調
査
の
概
要
：
本
稿
で
は
資
金
の
出
所
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
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②『
支
那
佛
教
史
蹟
』
編
纂
の
動
機
：
関
東
大
震
災
に
こ
れ
を
求
め
た
。

③B
u

d
d

h
ist m

on
u

m
en

ts in
 C

h
in

a

の
出
版
：
鈴
木
大
拙
の
日
記
に
依
拠
し
な
が
ら
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
彼
が
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

④『
支
那
文
化
史
蹟
』
と
『
中
国
文
化
史
蹟
』
出
版
の
背
景
：
当
時
の
時
代
風
潮
を
背
景
と
し
た
出
版
物
で
は
な
か
っ
た
か
、
と

推
測
し
た
。

本
稿
の
考
察
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
の
一
つ
と
し
て
、
鈴
木
大
拙
と
の
関
係
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
常
盤
と
つ
な
が
り
の

あ
る
人
物
を
探
っ
て
い
き
、
さ
ら
に
そ
の
人
物
に
連
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
層
的
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
学
術
界
・
仏
教

界
に
お
け
る
常
盤
の
立
ち
位
置
と
と
も
に
、
彼
の
人
間
像
が
よ
り
一
層
明
確
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
う
し
た
点
の
覚
書
と
し
て
、
最
後
に
学
習
院
と
も
ゆ
か
り
が
深
い
鈴
木
大
拙
及
び
西
田
幾
多
郎
と
常
盤
大
定
―
―
三
人

は
同
年
（
一
八
七
〇
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
―
―
と
の
交
流
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

本
稿
で
触
れ
た
よ
う
に
、
鈴
木
大
拙
は
『
支
那
仏
教
史
蹟
』
の
英
訳
作
業
を
通
じ
て
常
盤
と
関
係
が
あ
っ
た
。
鈴
木
は
明
治
三
十

年
（
一
八
九
七
）
三
月
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
等
を
歴
訪
し
た
う
え
で
、
四
十
二
年
四
月
に
帰
国
し
、
八
月
か

ら
学
習
院
で
英
語
の
講
師
と
し
て
勤
務
を
行
う
。
翌
年
四
月
に
は
学
習
院
の
教
授
と
な
り
、
大
正
十
年
（
一
九
二
〇
）
ま
で
の
十
三
年

間
に
わ
た
り
学
習
院
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
東
京
で
活
動
を
し
て
い
た
こ
の
時
期
に
常
盤
と
接
触
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
鈴
木
の
「
心
友
」
と
し
て
知
ら
れ
る
寸
心
＝
西
田
幾
多
郎
と
常
盤
と
の
接
点
も
わ
ず
か
な
が
ら
確
認
で
き
る
。

明
治
四
十
三
年
は
西
田
に
と
っ
て
人
生
の
転
機
と
な
る
年
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
九
月
か
ら
京
都
帝
国
大
学
の
助
教
授
に
任
じ
ら

れ
、
一
年
間
在
職
し
た
学
習
院
を
離
れ
る
か
ら
で
あ
る）

34
（

。
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学
習
院
を
離
れ
、
京
都
に
向
か
う
に
あ
た
り
、
七
月
十
四
日
に
神
田
の
学
士
会
で
西
田
の
送
別
会
が
催
さ
れ
た
。
西
田
の
日
記
に

よ
る
と
参
加
者
は
、「
来
会
者
、
井
上
、
元
良
、
中
島
、
狩
野
、
姉
崎
、
常
盤
、
中
島
（
徳
）、
戸
川
、
茨
木
、
八
田
、
大
島
（
正
）、

宮
森
、
得
能
、
紀
平
」
と
記
さ
れ
て
い
る）
35
（

。
井
上
哲
次
郎
・
狩
野
亨
吉
・
姉
崎
正
治
な
ど
と
い
っ
た
当
代
を
代
表
す
る
学
者
と
と
も

に
常
盤
の
名
前
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
相
当
近
い
関
係
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
加
え
て
、
鈴
木
の
英
文
日
記

に
よ
る
と
、
の
ち
の
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
九
月
六
日
、
京
都
を
訪
れ
た
常
盤
が
、
西
田
・
鈴
木
と
会
食
し
て
い
る
事
実
も
確
認

で
き
る
。

さ
ら
に
述
べ
て
お
け
ば
、
京
都
帝
国
大
学
で
西
田
の
同
僚
と
な
る
朝
永
三
十
郎
は
、
常
盤
と
旧
制
第
一
高
等
中
学
か
ら
東
京
帝
国

大
学
に
至
る
ま
で
同
級
生
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
朝
永
は
常
盤
の
追
悼
文
を
し
た
た
め
て
い
る
た
め）
36
（

、
常
盤
と
朝
永
と
の
交
流
は
晩
年

ま
で
確
認
で
き
る
。
こ
の
朝
永
を
通
じ
て
常
盤
に
関
す
る
情
報
を
西
田
が
得
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

昭
和
二
十
年
五
月
五
日
、
常
盤
は
仙
台
の
自
坊
道
仁
寺
で
逝
去
す
る
。
奇
し
く
も
同
年
六
月
七
日
、
西
田
も
鎌
倉
の
自
宅
で
逝
去

す
る
。
西
田
・
鈴
木
、
そ
し
て
常
盤
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
学
問
的
対
話
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
田
と
鈴
木
と
の
間
に
常

盤
と
い
う
一
本
の
補
助
線
を
引
く
こ
と
で
、
近
代
日
本
に
お
け
る
思
想
史
の
展
開
に
新
た
な
一
石
を
投
じ
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
改
め
て
触
れ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
の
執
筆
を
通
じ
て
、
未
曾
有
の
震
災
が
人
々
に
及
ぼ
す
影
響
を
改
め
て
痛

感
し
た
。
関
東
大
震
災
が
常
盤
ら
に
資
料
の
保
全
を
決
意
さ
せ
た
と
い
う
筆
者
の
推
測
が
正
し
い
も
の
と
確
信
す
る
の
は
、
東
日
本

大
震
災
の
発
生
以
降
い
ま
も
な
お
続
く
様
々
な
自
然
災
害
の
驚
異
を
実
感
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
も
あ
る
。
人
智
で
は
計
り
知
れ
な

い
事
態
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
時
、
人
間
は
い
か
に
処
す
べ
き
か
。
こ
の
普
遍
的
な
問
い
が
い
ま
も
我
々
に
投
げ
か
け
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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註（
１
）
拙
稿
「
常
盤
大
定
と
関
野
貞
―
―
『
支
那
佛
教
史
蹟
』
の
出

版
を
め
ぐ
っ
て
」（
平
勢
隆
郎
・
塩
沢
裕
仁
〔
編
〕『
関
野
貞
大

陸
調
査
と
現
在
Ⅱ
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四

年
所
収
）
二
三
―
三
九
頁
を
参
照
。

（
２
）
常
盤
大
定
『
支
那
佛
蹟
踏
査
―
―
古
賢
の
跡
へ
』（
金
尾
文
淵

堂
、
一
九
二
一
年
）
の
「
緒
言
」
を
参
照
。

（
３
）
常
盤
大
定
「
兄
と
共
著
の
思
ひ
出
」（『
建
築
雑
誌
』
第
四
九

輯
第
六
〇
五
号
、
一
九
三
五
年
十
一
月
）
三
四
―
三
六
頁
を
参

照
。

（
４
）
関
野
貞
の
中
国
調
査
に
つ
い
て
は
、
徐
蘇
斌
「
東
洋
建
築
史

学
の
成
立
に
見
る
ア
カ
デ
ミ
ー
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
―
―
関
野

貞
と
中
国
建
築
史
研
究
」（『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

日

本
研
究
』
第
二
六
巻
、
二
〇
〇
二
年
十
二
月
）
五
三
―
一
四
一

頁
を
参
照
。

（
５
）
常
盤
大
定
『
支
那
佛
教
史
蹟
』（
金
尾
文
淵
堂
、一
九
二
三
年
）

を
参
照
。

（
６
）
安
藤
正
純
（
一
八
七
六
〜
一
九
五
五
）
は
、
真
宗
大
谷
派
真

龍
寺
住
職
の
次
男
に
生
ま
れ
、
朝
日
新
聞
記
者
を
経
て
、
大
正

九
年
に
代
議
士
に
当
選
す
る
。
政
界
に
入
っ
て
の
ち
は
、
文
部

参
与
官
や
文
部
政
務
次
官
を
歴
任
し
た
。
自
ら
が
僧
籍
を
有
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
宗
教
と

政
治
と
の
間
に
立
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
活
躍
し
た
。
前

稿
二
九
頁
も
参
照
。

（
７
）『
関
野
貞
日
記
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、二
〇
〇
九
年
）を
参
照
。

以
下
『
日
記
』
と
略
記
。

（
８
）
三
月
十
七
日
付
け
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
は
三
月
二
十
三

日
に
「
開
催
予
定
」
と
あ
る
が
、『
日
記
』
に
は
三
月
十
九
日

に
行
わ
れ
た
と
あ
る
。

（
９
）
武
内
義
雄
「
常
盤
博
士
著
「
古
賢
の
跡
へ
」
を
読
む
」（『
史

林
』
第
七
巻
第
一
号
、
一
九
二
二
年
一
月
）
一
五
五
―
一
五
九

頁
を
参
照
。
こ
の
書
評
に
つ
い
て
は
、
東
北
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
の
齋
藤
智
寛
准
教
授
よ
り
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
し
た
い
。
な
お
、
常
盤
大
定
と
武
内
義
雄
と
の
交
流
に
つ

い
て
は
、拙
稿
「
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
玄
奘
三
藏
求
法
像
」

を
め
ぐ
っ
て
―
―
常
盤
大
定
と
汪
兆
銘
政
府
を
つ
な
ぐ
一
幅
」

（『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
一
二
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
九
四
―

一
〇
四
頁
も
参
照
。

（
10
）
啓
明
会
と
そ
の
設
立
者
の
平
山
成
信
に
つ
い
て
は
、
福
田
須

美
子
「
平
山
成
信
と
啓
明
会
」（『
相
模
女
子
大
学
紀
要
（
Ｃ
）

社
会
系
』
第
七
七
巻
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
四
九
―
五
九
頁
を

参
照
。

（
11
）
以
上
の
給
与
や
物
価
に
つ
い
て
は
、
森
永
卓
郎
〔
監
修
〕『
明

治
／
大
正
／
昭
和
／
平
成　

物
価
の
文
化
史
事
典
』（
展
望
社
、

二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
12
）『
啓
明
会
第
七
回
講
演
集
』（
啓
明
会
事
務
所
、
一
九
二
二
年
）
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に
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
長
三
上
参
次
「
開
会
の
辞
」
に

引
き
続
き
、「
支
那
佛
教
史
蹟
の
踏
査
報
告
」
と
題
す
る
講
演

会
の
書
き
起
こ
し
と
、
そ
こ
で
展
示
さ
れ
た
「
展
覧
拓
本
目
録
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
は
前
掲
註
（
5
）
常
盤
大

定
『
支
那
佛
教
史
蹟
』
に
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）JA

C
A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.B

05015214300

（
第

2
〜
12
画
像
）、
補
助
関
係
雑
件
第
一
巻
（B

-H
-04-00-00-01-

00-00-00-01

）（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
で
公
開
し
て
い
る
資
料
の
表
記
法
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
論
文
等
へ
の
引
用
」
を
参
照
し
た
（
二
〇
一
五

年
九
月
一
日
閲
覧
）。

（
14
）
常
盤
大
定
『
支
那
佛
教
史
蹟
記
念
集
』（
佛
教
史
蹟
研
究
会
、

一
九
三
一
年
）
を
参
照
。

（
15
）実
行
委
員
長
は
宇
井
伯
寿
、副
委
員
長
は
宮
本
正
尊
で
あ
っ
た
。

『
常
盤
博
士
還
暦
記
念　

仏
教
論
叢
』（
弘
文
堂
、
一
九
三
三
年
）

の
「
あ
と
が
き
」
を
参
照
。

（
16
）
佐
藤
泰
舜
『
南
支
の
禅
蹟
を
探
る
』（
古
径
荘
、一
九
五
九
年
）

を
参
照
。

（
17
）
本
稿
の
趣
旨
と
は
直
接
関
係
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
参
考
と

し
て
記
し
て
お
く
。
伊
香
賀
隆
「
大
倉
邦
彦
の
「
宇
宙
心
」
考
」

（『
大
倉
山
論
集
』
第
五
八
輯
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
二
三
七
―

二
八
三
頁
に
よ
る
と
、
大
倉
洋
紙
店
の
三
代
目
社
長
で
あ
っ
た

邦
彦
は
、
こ
の
大
正
十
二
年
（
当
時
四
十
一
歳
）
に
東
京
大
学

の
経
済
学
部
と
文
学
部
で
聴
講
生
と
し
て
学
ん
で
お
り
、
そ
の

時
に
常
盤
に
よ
る
「
仏
性
論
」
と
題
す
る
講
義
を
聴
講
し
た
。

当
時
の
ノ
ー
ト
が
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
に
残
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
そ
の
講
義
は
の
ち
に
『
支
那
に
於
け
る
仏
教

と
儒
教
・
道
教
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇
年
）「
第
七
章　

陸

象
山
と
仏
教
」
に
収
録
さ
れ
た
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と

い
う
。
な
お
こ
の
論
考
に
よ
る
と
、
大
倉
が
好
ん
で
揮
毫
し
た

「
宇
宙
心
」
と
い
う
言
葉
は
常
盤
の
こ
の
時
の
講
義
に
由
来
す

る
と
い
う
。

（
18
）
内
閣
府
中
央
防
災
会
議
・
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門

調
査
会
〔
編
〕『
一
九
二
三　

関
東
大
震
災
報
告
書
』（
二
〇
〇
六

年
）
四
頁
を
参
照
。

（
19
）
内
田
魯
庵
「
典
籍
の
廃
墟
―
―
失
は
れ
た
る
文
献
の
追
懐
」

（
山
本
美
〔
編
〕『
大
正
大
震
火
災
誌
』
改
造
社
、
一
九
二
四
年
、

の
ち
『
内
田
魯
庵
全
集　

八
』
ゆ
ま
に
書
房
、一
九
八
七
年
所
収
）

二
八
〇
―
三
六
七
頁
を
参
照
。

（
20
）
関
東
大
震
災
を
予
言
し
た
と
さ
れ
る
今
村
明
恒
は
各
地
で
講

演
し
、
特
に
大
阪
を
中
心
と
す
る
関
西
で
の
地
震
を
警
告
し
た

（
同
年
十
月
十
日
の
講
演
「
大
地
震
に
関
す
る
大
阪
の
宿
命
に

就
い
て
」『
地
震
講
話
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
四
年
所
収
）、
実

際
に
翌
年
の
四
月
二
日
、
四
月
四
日
、
そ
し
て
五
月
二
十
一
日

に
も
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
。

（
21
）
常
盤
大
定
『
支
那
佛
教
史
蹟
踏
査
記
』（
龍
吟
社
、
一
九
三
八
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年
）
を
参
照
。

（
22
）
明
治
三
十
四
年
五
月
か
ら
天
台
宗
大
学
（
大
正
大
学
の
前

身
）
に
お
い
て
講
師
を
嘱
託
さ
れ
、
三
十
八
年
三
月
ま
で
務
め

た
。
こ
れ
は
非
常
勤
講
師
だ
っ
た
よ
う
で
、
英
語
を
教
え
た
と

い
う
。
正
確
に
述
べ
る
と
、
天
台
宗
大
学
と
よ
ば
れ
る
の
は
明

治
三
十
七
年
か
ら
大
正
二
年
の
こ
と
で
、
常
盤
が
講
師
と
し
て

勤
め
た
当
初
は
天
台
宗
東
部
大
学
黌
と
よ
ば
れ
て
い
た
。『
大

正
大
学
五
十
年
略
史
』（
大
正
大
学
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
、

一
九
七
六
年
）
一
一
七
頁
、
一
二
八
頁
を
参
照
。

（
23
）
序
文
に
は
、

 
A
nd w

e have to be especially grateful to P
rofessor 

D
aisetz T

eitaro S
uzuki,of O

tani U
niversity, 

K
yoto,w

hose help has greatly facilitated the issue of 
this E

nglish edition.
 

と
謝
辞
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）
桐
田
清
秀
〔
編
〕「D
.T
.S
uzuki ’s E

nglish D
iaries Ⅰ

. T
he 

1920s

」（『
松
ヶ
丘
文
庫
研
究
年
報
』
第
十
九
号
、
二
〇
〇
五

年
三
月
）
三
七
―
一
二
二
頁
、
同
「D

.T
.S
uzuki ’s E

nglish 
D
iaries Ⅱ

. T
he E

arly 1930s

」（
同
第
二
十
号
、
二
〇
〇
六

年
三
月
）
一
―
一
四
八
頁
を
参
照
。

（
25
）
桐
田
清
秀
〔
編
〕『
鈴
木
大
拙
研
究
基
礎
資
料
』（
財
団
法
人

松
ヶ
丘
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）
一
〇
―
二
二
七
頁
を
参
照
。

（
26
）
以
上
の
記
述
は
、
前
掲
註
（
24
）
桐
田
清
秀
〔
編
〕

「D
.T
.S
uzuki ’s E

nglish D
iaries I

」に
も
と
づ
く
。「Inaba

」

は
不
明
。

（
27
）『
鈴
木
大
拙
全
集
〔
増
補
・
新
版
〕　

第
三
十
六
巻
』（
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
か

ら
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
ま
で
の
書
簡
六
百
五
十
四
通
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
収
録
さ
れ
る
「
四
九
三
」（
五
四
三

頁
）
の
「
妻
ビ
ア
ト
リ
ス
宛
の
英
文
書
簡
」（
昭
和
五
年
七
月

十
九
日
付
）
に
も
、
常
盤
が
連
日
の
よ
う
に
鈴
木
を
訪
れ
て
翻

訳
作
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）
詳
し
く
は
前
稿
二
七
頁
を
参
照
。

（
29
） 

以
上
の
記
述
は
、前
掲
註（
24
）桐
田
清
秀〔
編
〕「D

.T
.S
uzuki ’s 

E
nglish D

iaries II

」
に
も
と
づ
く
。

（
30
）
前
掲
註
（
25
）
桐
田
清
秀
〔
編
〕『
鈴
木
大
拙
研
究
基
礎
資
料
』

八
九
頁
を
参
照
。

（
31
）
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
七
月
一
日
印
刷
、
七
月
五
日
発

行
の
記
載
が
あ
る
、
月
報
第
二
号
（
第
二
回
配
本
分
、
第
二
輯
）

に
は
「
後
記
」
が
付
し
て
あ
り
、
第
一
回
目
の
配
本
が
「
発
表

旬
日
に
し
て
予
定
部
数
を
突
破
し
て
、
遂
に
品
切
と
な
」
っ
た

こ
と
を
詫
び
た
の
ち
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

 

第
三
輯
「
広
東
・
湖
南
」
は
目
下
製
版
中
で
あ
り
ま
す
が
、

期
せ
ず
し
て
本
夕
（
六
月
二
十
七
日
）
の
新
聞
は
、
わ
が

汕
頭
攻
略
部
隊
は
怒
濤
の
如
く
、
北
上
し
て
潮
州
へ
あ
と

一
里
の
地
点
に
進
撃
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
報
じ
て
お
り
ま



東洋文化研究 18 号　　54

す
。
湖
南
は
長
沙
暴
戻
な
る
支
那
軍
の
焦
土
戦
術
の
た
め

灰
燼
に
帰
し
た
と
い
い
ま
す
。
広
東
・
岳
州
は
既
に
わ
が

皇
軍
の
威
武
下
に
そ
の
文
化
工
作
は
着
々
と
進
行
中
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
一
日
も
早
く
支
那
の
重
要
地

点
が
わ
が
皇
軍
の
手
に
確
保
さ
れ
る
の
が
待
た
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。

 

と
あ
る
。
当
時
盛
ん
に
喧
伝
さ
れ
た
「
暴
戻
な
る
支
那
」
と
い

う
表
現
に
こ
の
文
章
の
背
景
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）
島
田
正
郎
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
島
田
正
郎
が
残
し
た
も
の

と
契
丹
国
研
究
の
現
在
―
―
島
田
正
郎
著
『
契
丹
国
』
の
新
装

版
刊
行
に
よ
せ
て
」（『
東
方
』
第
四
〇
九
号
、二
〇
一
五
年
二
月
）

八
―
一
二
頁
も
参
照
。

（
33
）
加
え
て
新
し
い
月
報
も
挿
入
さ
れ
た
。
一
回
の
配
本
に
つ
き

二
冊
ず
つ
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
月
報
は
全
七
冊
で
あ
る
。
参
考

ま
で
に
、
執
筆
者
と
タ
イ
ト
ル
を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

 

第
一
回
配
本
分
：
横
超
慧
日
「
中
国
文
化
史
蹟
と
常
盤
博
士
」・

日
比
野
丈
夫
「
中
国
史
蹟
探
訪
の
思
い
出
」

 

第
二
回
配
本
分
：
宮
川
寅
雄
「
雲
岡
石
窟
の
近
影
」

 

第
三
回
配
本
分
：
中
田
勇
次
郎
「
北
魏
の
造
像
と
墓
誌
銘
」・

窪
徳
忠
「
私
の
み
た
道
観
と
道
教
」

 

第
四
回
配
本
分
：
小
林
隆
彰
「
最
近
の
中
国
仏
教
事
情
と
天
台

宗
」

 

第
五
回
配
本
分
：
町
田
甲
一
「
龍
門
再
訪
記
」・
牧
田
諦
亮
「
山

西
石
壁
玄
忠
寺
に
詣
で
て
」

 

第
六
回
配
本
分
：
結
城
令
聞
「
数
か
ず
の
思
い
出
」・
小
野
勝

年
「
足
の
文
化
史
」

 

第
七
回
配
本
分
：
関
野
雄
「
新
中
国
に
お
け
る
文
化
財
の
保
護
」・

道
端
良
秀
「
中
国
仏
教
の
現
状
」

（
34
）
西
田
の
学
習
院
時
代
に
つ
い
て
は
、
日
記
や
書
簡
を
駆
使
し

て
西
田
と
学
習
院
の
関
わ
り
を
多
方
面
か
ら
分
析
し
た
、
長

佐
古
美
奈
子
「
西
田
幾
多
郎
と
学
習
院
―
―
明
治
四
二
年
学

習
院
の
諸
様
相
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
二
号
、

二
〇
〇
三
年
三
月
）
一
五
三
―
一
八
四
頁
を
参
照
。

（
35
）『
西
田
幾
多
郎
全
集
〔
新
版
〕　

第
十
七
巻
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
五
年
）
二
六
五
頁
を
参
照
。
な
お
、
参
加
者
の
一
人
で

あ
る
井
上
哲
次
郎
の
日
記
は
こ
の
日
の
こ
と
を
、「
西
田
幾
多

郎
の
送
別
会
に
学
士
会
事
務
室
に
赴
く
」
と
記
す
。
村
上
こ
ず

え
・
谷
本
宗
生
「
井
上
哲
次
郎
『
巽
軒
日
記
―
明
治
四
三
年
―
』」

（『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
三
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
六
一

―
一
一
四
頁
を
参
照
。

（
36
）
朝
永
三
十
郎
「
常
盤
君
の
想
出
」（『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演

集
』
第
五
一
二
輯
、一
九
四
五
年
八
月
）
一
六
―
一
七
頁
を
参
照
。

な
お
、
当
該
号
に
は
、
塚
原
政
次
を
筆
頭
に
七
名
に
よ
る
常
盤

に
対
す
る
追
悼
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
翌
月
に
発

刊
さ
れ
た
同
誌
（
第
五
一
三
輯
）
に
は
、
桑
木
厳
翼
と
八
田
三

喜
に
よ
る
西
田
に
対
す
る
追
悼
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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で
記
し
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支
那
佛
教
史
蹟
踏
査
記
』
の
附
図
を
も
と
に
作
図
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